
都市計画道路 益城中央線 

（県道：熊本高森線） 

ほか1線の 

都市計画決定に係る説明会  

平成28年12月9日(金)～12日(月) 

熊 本 県 



本日の説明内容 

６ 今後の予定 

５ 都市計画制度の概要 
 

４ 都市計画道路の概要 

２ 益城中央線（県道：熊本高森線） の課題 

１ 益城中央線（県道：熊本高森線） の位置付け 

３ 益城町復興計画（案） 



熊本都市計画区域の位置 熊本高森線の位置付け 
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熊本高森線の位置付け 

将来市街地像図 

 放射状都市連携軸 



熊本高森線の位置付け 

将来市街地像図 

都市計画道路
予定箇所 



益城熊本空港IC 

益城町総合
体育館 

広安西小学校 

広安小学校 

益城中学校 

益城町役場 (県) 熊本高森線 

熊本高森線の課題 

約16,700台/日 

北 



熊本高森線の課題 



熊本高森線の課題 



益城町復興計画 

益城町復興計画（案） 



益城町復興計画（案） 
      都市幹線 
      補助幹線 



益城熊本空港IC 
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益城町役場 

都市計画道路の概要 
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 計画幅員 W=27.0m  

都市計画道路の概要 

W=10.0m  
現況幅員  



 〇地形および地域の土地利用との調和 

 〇線形の連続性 

 〇平面線形、縦断線形および横断構成の調和 

 〇交通の安全性と円滑性、快適性 

 〇地質、地形、地物などの制約条件 

 ルート選定にかかる配慮事項 

「道路構造令の解説と運用」より 

都市計画道路の概要 
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【道路線形の配慮事項】 
 ・既存道路の敷地を最大限に活用する  

 ・沿線土地利用と地形条件に配慮する 

 ・交差する県道等への影響を最小化する 

 ・既設取り付け道路の勾配に配慮する 

 ・以下の施設をコントロールポイントとする 

    九州縦貫自動車道の高架橋 

    広崎変電所 

市街地の断面イメージ（AーA‘) 

都市計画道路の概要 
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都市計画道路の概要 

（都）益城中央線 L=3,510ｍ  



益城熊本空港IC 

益城町総合
体育館 

広安西小学校 

広安小学校 

益城中学校 

益城町役場 

起点：益城町広崎 

（都）益城中央線 L=3,510ｍ  

都市計画道路の概要 

終点：益城町木山 

（都）広崎木山線 L=4,050ｍ  



益城熊本空港IC 

益城町総合
体育館 

広安西小学校 

広安小学校 

益城中学校 

益城町役場 

起点：益城町福富 

（都）益城中央線 L=3,510ｍ  

      都市幹線 
      補助幹線 

（都）福富木山線 L=3,100ｍ  

都市計画道路の概要 

終点：益城町木山 



○都市計画制限について 

都市計画制度について 



原案説明会 

原案説明会 公告・縦覧 都市計画審議会 都市計画決定 

○都市計画決定手続き 

都市計画案に住民の皆さんの意見を反映させることを目的に行う。 

都市計画制度について 



原案説明会 公告・縦覧 都市計画審議会 都市計画決定 

○都市計画決定手続き 

公告・縦覧 

縦覧場所 

 熊本県都市計画課 

 県央広域本部土木部 

 益城町都市計画課 

公告された縦覧場所により、都市計画図書の縦覧を行う。 

都市計画制度について 



原案説明会 公告・縦覧 都市計画審議会 都市計画決定 

○都市計画決定手続き 

都市計画審議会 

学識経験者等の第三者からなる都市計画審議会を設置のうえ、
都市計画を決める前にその案について調査・審議を行う。 

審議会メンバー：学識経験者等の第三者 

都市計画制度について 



原案説明会 公告・縦覧 都市計画審議会 都市計画決定 

○都市計画決定手続き 

都市計画決定 

熊本県公報により、以下の内容について告示する。 

１．都市計画の種類 

２．都市計画の変更に係る土地の区域 

３．縦覧場所 

都市計画制度について 



 説明会の開催（本日の説明会） 

案の公告・縦覧 

 熊本県都市計画審議会 

 都市計画決定 

県庁都市計画課 

県央広域本部土木部 

益城町都市計画課 

縦覧箇所 

（２週間） 

 本 日 

12/16(金) 

～1/5(木) 

<予定> 

今後の予定 

1月 

<予定> 



今後の予定 

①事業の概要説明 ②調査・測量・設計 

③詳細設計 

③用地・物件調査 ④用地交渉 ⑤契約・調印 

⑥工事説明 ⑦工事 ⑧道路の開通 

事業 
認可 

都市計画 
決定 



一般的な用地取得 

残地を含む区画の再編 

●土地が道路にかかる人は用 

  地買収で移転しなければな 

   らない。 
 
●道路が整備されても、沿道 

   に利用しづらい土地が残る。 

●道路の沿道で、道路の用地 

  確保と沿道宅地の整形化や 

  造成等を一体的に行う。 

沿道の皆様の意向に応じた用地の取得 

●土地が道路にかかる人でも    

  近隣に残ることができる。 
 
●道路だけでなく、生活道路な 

  どが整備されて環境が改善。 
 
●沿道の建物が建て替わり、 

  地域の防災性が向上。 

●道路予定地の方から、必要 

  な道路用地のみを直接取得 

  する。 



◆解体し現存していない 
   建物は対象外 

A 

B 

A 

B 
◆A：補償対象 
   B：補償対象外 

（解体） 

１．建物の補償は、契約締結時点において現存するものが対象 

２．原則として、事業に必要となる土地上にある建物が対象 

契約締結時 

３．建物移転料は、建物としての本来の機能の有無を判断し算定  

 ◆移転料＝推定再建築費×再築補償率－修復費 
              ＋取り壊し工事費－発生材価格  

建物としての
本来の機能 

機能なし 

機能あり 

被害 
 ※修復費が大きくなれば、補償額は少なくなります。 

事業用地 

 ◆移転料＝取り壊し工事費－発生材価格  

建物の移転料の補償の考え方 


